
西
尾
清

一
氏
著

『企
業

の
財
政
』
を
讃

む越

崎

出
示

一

日
本
の
経
濟
學
界

に
於

て
學
者
の
箸
述
は
汗
牛
充
棟
も
菅

な
ら
ざ
る
に
、
實
際
家
の
権
威
あ
る
書
物
は
少
い
と
思

ふ
。
乍
然
現
今
の
我
國
に
於

て
は
、
我
國
の
経
濟
を
基
礎
と
し
π
日
本
の
経
濟
學
が
生
れ
て
竜
よ
さ
そ
う
な
も
の
で

あ
る
と
考

へ
る
。
西
尾
清

一
氏

の
本
書
の
如
き
、
此
意
味
に
於
て
最
も
漱
迎
さ
る
べ
き
好
書
の
、一
で
あ
ら
う
。
前
に

井
上
準
之
助
氏
の

『
職
時
及
職
後

に
於
け
る
我
國
の
封
外
金
融
』
、
『
職
後
に
於
け
る
我
國
の
経
濟
及
金
融
』
の
二
名

著
あ
血
、
近
く
は
三
菱
銀
行
取
締
役
山
室
宗
文
氏
の

『
我
國
の
金
融
市
揚
』
あ
h
、
今
後
か

＼
る
實
際
家
の
著
述
は

實
地
に
携
は
る
者
に
は
勿
論
、
経
濟
學
者
に
と

つ
て
も
稗
釜
す
る
庭
大
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
西
尾
氏

は
母
校
第

一
同

卒
業
後
古
河
鑛
業
に
職
を
奉
ぜ
ら
れ
今
日
に
至
ら
れ
た
稀
に
見
る
篤
學

の
人
と
承

つ
て
居
る
。

私
は
先
づ
私
経
濟
學

の
未
だ
振
は
ざ
る
今
日
の
日
本
に
於

い
て
、
實
際
家
力
る
著
者
が
、
實
際
を
某
礎
と
し
て
斯

學

の
開
登
に
先
鞭
を

つ
け
ら
れ
カ
こ
と
を
嬉
し
く
威
ず

る
。
從
來
経
濟
學
と

い
へ
ば
國
民
経
濟
學

に
限
ら
れ
て
ゐ
π

閥
尾
消

一
著

『
企
業
の
財
・政
』
な
讃
む

五
三
七
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五
三
爪

.か
の
観
が
あ

つ
禿
が
、
國
民
経
濟
を
形
作
る
輩
濁
経
濟
主
騰
中
の
私
纒
濟
主
膿

に
關
す
る
纒
濟
現
象

の
研
究
は
忽
に

す
べ
き
で

は
な

い
。
即
ち
私
経
濟
的
立
場
よ
う
生
産
費
減
少

・
能
牽
塘
進

・
合
理
的
販
費
組
織

・
會
計
方
法

・
慣
格

洪
定
方
法
等
を
研
究
す
る
乙
と
は
、
決
し
て
國
民
維
濟
學

の
立
場
と
相
容
れ
な

い
も
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
相
補
ふ
べ

き
性
質

の
竜
の
で
あ
る
。
本
書
は
殊
に
企
業
の
財
政
方
面
を
研
究
せ
る
私
経
濟
學

(
叉
は
経
螢
學
)
の

一
部
を
な
す

も
の
で
あ

る
。

.
先
づ
著
者
の
企
業
観
を
覗

ふ
に
、
企
業
は
螢
利
的

に
し
て
且
つ
杜
會
的
、
叉
は
國
民
経
濟
的
に
必
要
な
る
経
濟
的

脊
機
膿
な
う
と
観
察
せ
ら
れ
て
居
る
(
一
⊥
一責
)。

企
業
を
螢
利
と
か
危
瞼
を
冒
す
意
味
に
説
明
さ
れ
る
乙
と
は
從
來

も
屡

々
あ

つ
虎
の
で
あ
る
が
、
企
業
を
肚
會
と
結
び
つ
け
て
見
る
乙
と
は
最
近

の
説
で
あ
る
。
上
田
貞
次
郎
博
士
も

先
頃

『
肚
會
と
企
業
』
な
る
礫
誌
を
螢
刊
さ
れ
カ
の
竜
、
企
業
と
肚
會
と
の
關
係
を
重
要
視
さ
れ
て
ゐ
る
駕
と
思
ふ

の
で
あ
る
。

「

"

更

に
進
ん
で
、
経
濟
肚
會
の
登
達
と
共
に
企
業
家
と
資
本
家

の
分
離
を
論
じ
企
業
家
の
二
元
的
態
度
を
非
難
し
、

『
事
實

上
企
業
を
指
導
す
べ
き
地
位

に
在
る
者
が
、
自
か
ら
を
資
本
家

の
代
表
者
た
る
が
如
く
考

へ
、
此
思
想
を
以
て

肚
會
及
び
企
業
に
劃
せ
む
と
す
る
者
が
甚
だ
多

い
。
而
し
て
資
本
家
に
劃
し
て
は
、
そ
の
使
用
人
と
し
て
経
螢
上
の



山
切

の
責
任
を
資
本
象

に
轄
嫁

せ
む
と
す

る
常

に

二
元
的
態

度
を
採

ウ
、
爾

頭

の
蛇
で

あ
る

こ
と
は
す

べ
て

の
揚

合

に
融
通
が
利

い
て
甚
だ
便

宜
で
あ
る
に
相
違
な

い
が

、
そ
れ
で
果
し

て
企
業
家
と
し
て

の
+
分
な

る
肚
會
的
任
務

を

遽

行
し
得

る
か
否
か
』
と
(
;
T

一
四
頁
)。

こ
れ
は
今

日
の
日
本

の
企
業
家

の
多
く

に
劃
し
て
著

者

の
輿

へ
π
峻
烈

な

る
非
難
と
見

る
事
が
出
來

よ
う
。

著
者

は
叉

企
業

の
獲
動
性
を
頗

る
重
要
覗
し
、
『
獲
動

あ

れ

ば

こ
そ
生
産

が
刺

戟
さ
れ
π
う
縮

少
さ
れ
π
う
し
て

自

働
的

に
需
要
供
給
が
調
節

さ
れ
る

こ
と
が
出
來

る
』
(
二
九
頁
)
と
簡
軍
に
、
所

謂

ア
ダ

ム
・
ス
ミ

ス
の
イ

ン
ゼ

ジ

ブ

ル

ハ
ン
ド

(
見

皇
ざ

る
手
)
に
よ

る
自
然

の
調
飾

を
主
張

せ
ら
れ

て
ゐ
る
標
で
あ

る
が
、
経
濟

肚
會

の
複
難
化
と
共

に
漸

次
自
然
的
調
節

は
其
力
を
弱

め

つ
＼
あ

る
の
で

あ

つ
て
、
少
く
も
或
桿
度

の
統

制
を
受
け

つ

＼
あ

る

の
で

あ
る
。

そ

こ
で
或

一
派
の
人

々
は
云

ふ

『
今

日

の
縄
濟
組

織
は
杢
然
統

制
を
欠

く
無

政
府

歌
態

で
あ

る
。

此
無
統

制

の
爲

に

過
剰

生
産

が
起

ム
、
恐
慌

を
起
し
、
失
業
者
を
出
す
。
我

々
は
更

に
進

ん
で
需
要
供
給

の
合
理
的
適
合

の
肚
會
を
主

.張

す

る
』

と
。
此
論

は
元
よ
う
極
端

に
は
せ
て
ゐ
て
、
我

々
は
直
ち
に
か

＼
る
肚
會
に
賛
成
し
得

な

い

の

で

あ

る

が

、
吾
人

の

一
考

に
値
す

る
ず

ム
シ
ン
グ
を
與

へ
て
臭

れ
る
も

の
と
思
ふ
。
土
方
博

士
は
此
黙
に
就

い
て

『
今
日

の

経
濟
組

織
を
以

て
無

統

制
で
あ

る
と
稻
す

る
の
は
當

ら
な

い
。
併

し
統
制

の
梓

度
が
緩

く
、
或
程

度
迄

各
人

の
自

由

意

思

の
浩
動
を
認

め
て
ゐ
る

こ
と

は
事
實
で
あ

る
。

此
力

め
に
叉

い
ろ
ん
な
弊
害
が
出
現
す

る

こ
と
も
疑
が
な

い
。
,

西
尾
清

旧
著

『
企
業
の
財
政
』
な
讃
む

五
三
九
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例

へ
ば

企
業
家
が
見
込
を
誤

つ
て
過
剰
生
産

に
陥
わ
、
需
要
供

給

の
不
調
和
を
來

し
て
恐
慌
を
惹
起
す

る
が

如
き

は

其

一
例
で
あ

る
』
と
云

つ
て
居
ら
れ
る
(我
國
民
経
濟
と
財
政
二
二
⊥

一三
頁
)。
愛
動

の
内
最
も
重

大
な
る
は
景
氣

不
景
氣

の

循
環
で
あ

る
。
近
來
米
國
に
於

て
ビ
ジ
ネ

ス
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
稻

し
て
此
方
面

の
學
問

が
非
常

に
進

ん
で
居

る
の
で

あ

る
が
、
此
様

な
重
大
事

項

に
關

し

て
僅

か
四

五
行

の
説
明
し
か
費

し
て
居
ら
れ
な

い
の
は
何
と
な
く
物
足
ら

諏
の

を
威
ず

る
。

第
二
章
企
業
資
本
に
入

つ
て
、
著
者
は
更

に
重
要
な
企
業

の
諸
問
題
を
吾
人

の
前

に
示
し
て
居
る
。
企
業

の
目
論

見
に
於
て
は
、
技
術
家
に
よ
る
新
登
明
登
見
を
以
て
企
業
を
創
設
す

る
に
當

て
如
何
に
企
業
家
が
用
意
周
到
な
る
調

杳
研
究
を
要
し
、
企
業
及
財
政
的
手
腕
を
要
す
る
か
に
就

い
て
詳
細
な
る
注
意
事
項
を
記
述
し
て
居
ら
れ
る

(六
八
頁

以
下
)。

現
代
で

は
企
業
家
が
技
術
家
の
登
明
登
見
の
経
濟
的
利
盆
を
杜
會
に
與

へ
て
ゐ
る
の
で
あ

つ
て
、
企
業
家
が

出
な
か
つ
π
な
ら
ば
如
何
に
有
盆
鞍
登
明
登
見
竜
今
日
の
如
く
普
及
せ
し
め
得
な
か
つ
た
に
相
違
な

い
。
肚
會
の
複

雑
化
と
共
に
技
術
家
と
企
業
家
は
分
業

の
傾
向
を
と
る
も
の
で
あ
る
。
英
國
産
業
革
命

の
當
初
、
大
規
模
紡
績
機
械

を
登
明
し
自
ら
工
揚
を
郷
螢
し

て
百
萬
長
者
に
な

つ
カ
ァ
ー
ク
ラ
イ
ト
の
如
き
雨
者
を
粂
備
し
て
ゐ
る
人
は
今
後
幾

人
出
つ
る
で
あ
ら
う
か
。



次
に
企
業

の
有
効

軍
位

に
就

い
て
は
、
從
來
組
織
的
な
研
究

は
少

な
か

つ
π

の
で
あ
る
が

、
本
書

の
中

に
は
各
企

業

の
最
も
輕
濟

的
な
る
縄
螢
軍
位
が
存
在
す

る

こ
と
を
理
論
的

に
述

べ
ら
れ

て
あ
る
。
経
螢

の

モ
デ

レ
ー
ト
サ
イ

ズ

に
就

い
て
は
從
來

と

て
も
理
論
上
論
ぜ
ら

れ

て
は
居

た
が
、
之
を
實

瞼
的

に
組

織
的
調
査
研
究

を
途
げ
π
も
の
は
鯨

b
多
く
を
見

な

い
。
乍
然
將
來

の
経
螢
學

に
於

て
此
問

題
は
必
ら
ず

や
登
達
を
遽
げ
中

心
と
な

る
に
相
違
な

い
。
尤

も
此
問
題

は
個

別
的

に
實
瞼
す
る
と

い
ふ

乙
と
だ

に
大

困
難
と
考

へ
ら
れ

る
の
で
あ

る
が

、
乍
然
彼

の
テ

ー
ラ
ー
の

幾
多
苦
心

の
實
鹸

の
結
果
科
學
的
管
理
法
を
創
案
し
π
る
如
く

、
此

モ
デ

レ
ー
ト
ず
イ
ズ
の
科
學
的
研
究

が
完
成

せ

ら
る
る
な
ら
ば
、
從
來

の
不
完
全
な
個
人
的
経
験

に
ょ

る
経
螢

設
定
浪
費
が
避

け
得

ら
れ

て
、
科
學
的
管

理
法
同

様

の
重
要
さ
を
認

め
ら

る
＼
に
相
違
な

い
。
此
研
究

に
は
技

術

・
市
揚

・
管

理

・
原
料

・
勢

働

・
交
通
其
他
す
べ
て
を

考
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ

つ
て
、
之
を
各
種

企
業

別
に
行

ひ
、
其
結
果
が
科
學
的

に
臨

納
せ
ら

る

＼
な
ら

ば
縄
螢
學

の

一
大
進
歩
と
な
る
で
あ
ら
う
。

著
者

は
最
近
勢
働
問
題
解
決
方
法

の

一
と
し

て
從
業
員
株
主
制
度

を
論

じ
て
居
ら

れ
る
が
、
吾
人

の
理
想
と
し

て

は
、

一
企
業

に
從
事
す

る
者
は
皆
其
企
業

の
株
主
で
あ

る
乙
と
は
望
ま
し

い
、
然
乍
徒

に
勢
働
者

の
企
業
所
有
を
主

張
す

る
竜
の
で

は
な
く

て
、
其
中

に
能

力

の
ア
リ

ス
ト
ク
ラ

シ
ー
を
認

め
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。
此
方
法

は
兎
も
角

現
今
勢
働
問
題

の
解
決

に
封

し
て

一
つ
の
鍵

を
握

つ
て
ゐ
る
も
の
で
あ

る
。

四
尾
清

一
著

『
企
業
の
財
政
』
な
讃
む

、

五
四

一
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第

三
章
財
政
標
準
、
企
業

の
財
政
表

(
貸
借
表

・
損
盆
表
)
は
正
に
企
業

の
鏡
で
あ
る
。

企
業
経
螢

に
於

て
如
何

に
此
財
政
表

の
重
要
で
あ

る
か
は
著
者
が
第

一
節

に
於

て
よ
く
力

説

さ
れ
て
居

る
。
乍
然

財
政
表
を
軍

に
計
算
學

的

に
の
み
観
察
す
る
な
ら
ば

、
そ
れ
は
會
計
學

・
簿
記
學
と
何
等
異

る
虞

は
な

い
。
本
章
は
更

に
進

ん
で
縄
螢
學
的

に

財
政
表

の
科
學

的
研
究

に
よ

つ
て
公
式
的

な
財
政
標
準
、
換

言
す
れ
ば
経
濟
法
則

の
磯
見

に
努
力
し
、
『
企
業
縄
螢

に

當
つ

て
嚴
守

さ
る
べ
き
経
螢

比
率

に
或

}
定

の
限
界
が

存
在
し
、
而
し

て
此
等

の
限
界

は
暗
獣

裡
に
健
全
な
る
企
業

に
よ

つ
て
承
認

さ
れ
て
ゐ
る

こ
と
』

を
認

め
て
居
ら
れ
る
(
二
九
〇
頁
)。

第

三
章

に
於

け
る
全

二
十

一
節

は
悉
く
企
業

財
政
標
準

の
比
奉
關
係
を
論

じ
π
る
も

の
、
我
國

に
は
未
だ

か
く

迄
詳
細

に
研
究

せ
ら
れ
π
も

の
を
見
な

い
全
く
著

者

の
創
見
に
よ
る
も
の
で
あ

つ
て
、
學
者

も
實
際
家
も
啓
磯

せ
ら

る

＼
庭
大
で
あ

ら
う
。
本
章

こ
そ
正
に
本
書

の
中

心
を
な
す
も

の
で
あ
h
、

日
本

に
於
け
る
経
螢
學

の
好
著
と
し

て
推
薦
す

る

こ
と
を
揮
ら
な

い
所
以
で
あ

る
が
、
問

題
が
除
6
細
く
な

る
か
ら
細

論
す

る

こ
と

を
避

け
よ
う
。

筆

に
任
せ
て
戚

じ
π
ま

＼
を
述

べ
尤
。
著
者

の
御
健
勝
を
所

つ
て
筆

を
欄

く
。

(
一
九

二
山ハ
、
九

、
一
五
)




